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第四章では、光分解生成物である CN ラジカルと I 原子の距離および角度を変化させ、その相互
作用ポテンシャルの主要項が、重心間距離が 10 Bohr 程度までは、CN ラジカルと I 原子上に局在
する二つの電子間の交換相互作用であるが、さらに遠距離では、CN ラジカルの電気的双極子モー
メントが作る電場勾配と I 原子上電子が作る四重極モーメントの間の双極子-四重極子相互作用に
変遷することを明らかにしている。そして生成物間の距離が 13 Bohr 程度において、CN ラジカル











の実験結果の詳細な分析により、その強度が第１吸収帯全断面積の 15～20 % 程度にもなることを
指摘している。これらの結果を踏まえて、CN ラジカルの回転角運動量 N の空間的異方性を表現す
る orientationパラメータの理論表式を、半古典論を用いて導出し、その回転量子数依存性が、4A’
と 5A’の２状態のポテンシャル面上に生じた解離波束の量子干渉の結果であることを明らかにす
るとともに、その N 依存性に解釈を与えている。 
第六章では、本論文の総括を行い、量子干渉効果の重要性を議論している。 
 以上要するに、本論文の著者は、ICN分子の光分解過程を第一原理にしたがって、これまで蓄積
された実験結果を詳細に解析し、多くの未解明問題を解決した。特に複数のポテンシャル面上に生
成した解離波束の間の量子干渉効果の重要性を明確にした。本論文の研究対象は ICNという特定の
３原子分子であるが、その研究成果や解析手法は他の分子系にも広く適用可能な概念を含み、今後
この分野の研究に重要な指針を与えるものとして、分子科学の発展に寄与するところが少なくな
い。よって本論文の著者は博士(理学)の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員で試問を行い、当
該学術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
 
